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消太をさがそう！ どこかに、このポーズのしょうぼうたいの消太    がかくれています。どこにかくれているかな？

車両解体訓練を実施しました！車両解体訓練を実施しました！

新
人
職
員
教
育
訓
練
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・・・・・・・
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全
国
版
救
急
ア
プ
リ（
Ｑ
助
）／
病
院
照
会
／

救
急
フ
ェ
ア
／
救
急
隊
の
飲
食
に
ご
理
解
を
！

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
／
災
害
発
生
状
況
／

音
楽
隊
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
／
消
防
庁
長
官
表
彰

消
防
協
力
者
表
彰
／
組
合
議
会
議
員
改
選
／

救
助
技
術
大
会
／
神
門
庁
舎
改
築
工
事
の
お
知
ら
せ
／

情
報
公
開
制
度
及
び
個
人
情
報
保
護
制
度

取
り
残
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
状
況

で
は
、
救
助
隊
が
到
着
す
る
ま
で

の
間
、
先
着
し
た
消
防
隊
が
初
期

の
救
助
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が

必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
隊
員
の

救
助
資
器
材
の
取
扱
い
方
法
の
習

熟
、
知
識
と
技
術
の
向
上
、
消
防

隊
、
救
助
隊
、
救
急
隊
な
ど
各
隊

の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
に
、
こ

の
よ
う
な
高
度
な
訓
練
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
複
雑
か
つ
困
難
な
災

害
現
場
で
も
安
全
、
確
実
、
迅
速

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
日
々
研
さ

ん
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
一
つ
と
し
て
同
じ
状

況
の
な
い
災
害
現
場
で
、
各
隊
の

連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う

に
訓
練
を
重
ね
、
皆
さ
ん
の
生
命
、

身
体
、
財
産
を
守
る
た
め
に
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

　
消
防
組
合
で
は
、
消
防

署
ご
と
に
あ
ら
ゆ
る
災
害

を
想
定
し
た
警
防
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
訓
練
は
、
日
々
行

っ
て
い
る
初
歩
的
な
も
の

か
ら
、
年
に
数
回
行
う
高

度
な
も
の
ま
で
、
消
防
組

合
の
職
員
が
独
自
に
災
害

状
況
を
想
定
し
計
画
、
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
２
月
21
日
、
22

日
に
酒
々
井
消
防
署
、
２

月
27
日
、
28
日
に
八
街
消

防
署
で
そ
れ
ぞ
れ
管
内
の

自
動
車
整
備
工
場
の
協
力

を
い
た
だ
い
て
廃
車
予
定

の
車
両
を
使
用
し
て
の

「
車
両
解
体
訓
練
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
自
動
車
事
故
で
大
破
し

た
車
内
に
負
傷
者
が
閉
じ

込
め
ら
れ
た
想
定
で
、
各

消
防
署
に
配
置
さ
れ
て
い

る
救
助
資
器
材
を
使
用
し

て
、
車
両
の
ガ
ラ
ス
の
破

壊
、
ド
ア
の
取
り
外
し
、

屋
根
の
開
放
な
ど
車
両
の

解
体
を
行
う
こ
と
で
、
車

内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
負

傷
者
を
安
全
か
つ
迅
速
に

助
け
出
す
事
を
主
眼
に
置

い
た
総
合
的
な
訓
練
と
な

り
ま
し
た
。

　
各
消
防
署
に
も
あ
る
程

度
の
救
助
資
器
材
は
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
よ
り

高
度
な
救
助
資
器
材
を
積

載
し
た
救
助
工
作
車
は
、

佐
倉
消
防
署
と
八
街
消
防

署
に
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
建
物
火

災
、
交
通
事
故
な
ど
の
災

害
が
発
生
し
、
負
傷
者
が

ー
ス
延
長
訓
練
、
は
し
ご
取

扱
い
訓
練
な
ど
様
々
な
基
礎

訓
練
を
行
い
、
互
い
に
励
ま

し
、
競
い
合
い
な
が
ら
こ
れ

ら
の
厳
し
い
訓
練
を
乗
り
越

え
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
消
防
長
を
は
じ

め
幹
部
職
員
が
訓
練
の
成
果

を
確
認
す
る
「
消
防
長
査
閲
」

が
５
月
末
に
行
わ
れ
、
緊
張

感
の
中
、
６
名
全
員
が
約
２

ヶ
月
間
の
訓
練
の
成
果
を
最

大
限
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
、
先
輩
職
員
と
と
も
に
災

害
出
動
が
で
き
る
よ
う
正
式

に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
多
種
多
様
な
判

断
が
要
求
さ
れ
る
災
害
現
場

で
迅
速
、
的
確
に
活
動
で
き

る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、

ま
だ
ま
だ
覚
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
事
が
山
ほ
ど
あ
り
ま

す
。
市
民
の
生
命
、
身
体
、

財
産
を
守
る
た
め
、
そ
し
て

１
人
前
の
消
防
隊
員
と
し
て

活
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
た

め
に
、
こ
れ
か
ら
も
佐
倉
消

防
署
が
一
丸
と
な
っ
て
互
い

に
切
磋
琢
磨
し
、
新
人
職
員

を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
消
防
組
合
で
は
、
平

成
29
年
４
月
１
日
付
け

で
男
性
５
名
、
女
性
２

名
、
計
７
名
の
新
規
職

員
を
採
用
し
、
う
ち
１

名
は
千
葉
県
消
防
学
校

初
任
科
へ
入
校
し
、
現

在
教
育
訓
練
を
受
け
て

い
ま
す
。

　

10
月
以
降
に
入
校
予

定
の
６
名
は
、
入
校
ま

で
の
間
、
消
防
職
員
と

し
て
災
害
現
場
に
お
い
て
迅

速
な
活
動
が
行
え
る
よ
う
、

佐
倉
消
防
署
で
先
輩
職
員
の

指
導
の
も
と
、
約
２
ヶ
月
間

に
わ
た
り
教
育
訓
練
を
受
け

ま
し
た
。

　
消
防
職
員
と
し
て
の
基
本

で
あ
る
規
律
訓
練
か
ら
始
ま

り
、
防
火
衣
着
装
訓
練
、
ホ
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「
救
急
フ
ェ
ア
」
開
催
！

「
救
急
フ
ェ
ア
」
開
催
！

〈
日
時
〉

平
成
29
年
９
月
２
日
（
土
）

10
時
00
分
か
ら
12
時
00
分

※

雨
天
時
は
内
容
の
一
部
を
店

内
で
実
施
し
ま
す
。

〈
場
所
〉

ベ
イ
シ
ア
八
街
店

（
八
街
市
八
街
は
20

-

１
）

〈
内
容
〉

①
応
急
手
当
の
実
技
指
導
【
心

肺
蘇
生
法
】

②
消
防
車
両
展
示

③
模
擬
電
話
に
よ
る
119
番
通
報

訓
練

④
広
報
物
品
の
配
布

⑤
消
防
音
楽
隊
に
よ
る
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト

　
毎
年
９
月
９
日
は
救
急
の
日

と
定
め
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
日

を
含
む
１
週
間
（
今
年
は
９
月

３
日（
日
）か
ら
９
月
９
日（
土
）

ま
で
）
を
救
急
医
療
週
間
と
し

て
い
ま
す
。

　
目
的
と
し
て
は
救
急
医
療
及

び
救
急
業
務
に
対
す
る
国
民
の

正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
、

か
つ
、
救
急
医
療
関
係
者
の
意

識
高
揚
を
図
る
た
め
に
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
消
防
組
合
で
は
、
こ
れ
ら
の

一
環
と
し
て
、
毎
年
こ
の
時
期

に
救
急
フ
ェ
ア
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
も
、
み
な
さ
ん
の
参
加

を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
警
防
課
救
急
救
助
係

☎
０
４
３（
４
８
１
）１
２
４
８

症状の緊急度を素早く判定！
救急車を呼ぶ目安に！
症状の緊急度を素早く判定！
救急車を呼ぶ目安に！

救急隊員の病院内での
飲食等にご理解を！
救急隊員の病院内での
飲食等にご理解を！

全国版救急アプリ（Ｑ助）全国版救急アプリ（Ｑ助）
　平成29年５月、総務省消防庁により、病気やけがの緊急度を判定する
アプリ「Ｑ助（きゅーすけ）」が作成されました。
　急な病気やけがをしたとき、当てはまる症状を画面上で選択していくと、
緊急度に応じた必要な対応（「今すぐ救急車を呼びましょう」、「緊急で
はないが医療機関を受診しましょう」、「様子をみてください」等のメッセ
ージ）が緊急性をイメージした色とともに表示されます。
　また、119番通報、医療機関の検索、受診手段の検索を行うことができ、
住民の皆さんが行う緊急度の判断を手助けするものとなっています。
　Ｑ助を活用し、救急車を要請する目安にしてください。

精
神
的
ス
ト
レ
ス
軽
減
の

た
め
、
救
急
隊
員
が
病
院

内
や
救
急
車
内
で
食
事

（
飲
食
）を
す
る
こ
と
に
つ

い
て
ご
理
解
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
救
急
要
請
に
対
す
る

出
動
体
制
は
維
持
し
て
い

ま
す
。

　
救
急
出
動
件
数
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、
消
防
組
合
で
の
平

成
28
年
中
の
救
急
出

動
件
数
は
、
１
１
７
７

３
件
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
連
続
す

る
救
急
出
動
が
多
く

な
り
適
正
な
時
間
に

食
事
が
摂
れ
な
い
、
ま

た
は
水
分
補
給
が
で
き

な
い
現
状
で
あ
り
、
救

急
隊
員
の
健
康
管
理
、

　
「
119
番
通
報
」
は
現
在
、「
ち

ば
消
防
共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
」

で
、
千
葉
県
北
東
部
、
南
部
の

20
消
防
本
部
が
管
轄
す
る
43
市

町
村
の
広
範
囲
か
ら
受
信
し
て

い
ま
す
。

　
消
防
組
合
管
内
か
ら
は
、
昨

年
１
年
間
で
約
１
１
０
０
件
を

超
え
る
病
院
の
問
い
合
わ
せ
が
、

119
番
通
報
に
入
り
ま
し
た
。

　
119
番
通
報
は
消
防
車
や
救
急

車
が
必
要
な
人
の
た
め
の
緊
急

回
線
で
あ
り
、
ち
ば
消
防
共
同

指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
119
番
通
報

に
よ
る
病
院
照
会
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　
上
記
記
事
の「
Ｑ
助
」に
加
え
、

千
葉
県
内
の
病
院
が
検
索
で
き

る
「
ち
ば
救
急
医
療
ネ
ッ
ト
」

で
も
、
お
住
ま
い
の
地
区
ご
と

に
受
診
可
能
な
病
院
を
検
索
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
消
防
組
合
で
も
管
内

及
び
近
隣
で
受
診
が
可
能
と
思

わ
れ
る
医
療
機
関
の
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
情
報
提
供
は
、
受
診
を

予
約
す
る
も
の
で
は
な
く
、
病

院
側
の
急
な
受
け
入
れ
体
制
の

変
更
に
よ
り
受
診
が
で
き
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

病
院
に
直
接
連
絡
し
、
現
在
受

診
可
能
か
ど
う
か
確
認
の
う
え

受
診
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

■
病
院
問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
指
揮
指
令
課

☎
０
４
３（
４
８
１
）１
１
６
０

１
１
９
番
通
報
は

緊
急
回
線
で
す
！

い
ま
診
察
し
て
く
れ
る

病
院
は
？

総務省消防庁「Q助」案内サイト
https://www.fdma.go.jp/neuter/topics/
filedList9_6/kyukyu_app.html

ちば救急医療ネット

ご理解を
お願い
します。

https://www.qq.
　pref.chiba.lg.jp/

（平成28年度佐倉市にて開催の様子）
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火
災
発
生
件
数
は
70

件
で
、
前
年
と
比
較
す

る
と
23
件
増
加
し
て
い

ま
す
。
火
災
種
別
ご
と

の
火
災
発
生
件
数
は
、

建
物
火
災
が
37
件
、
そ

の
他
火
災
が
22
件
、
林

野
火
災
が
７
件
、
車
両

火
災
が
４
件
で
す
。
建

物
火
災
を
出
火
原
因
別

で
み
る
と
最
も
多
い
の

が
、「
た
き
火
」
に
よ
り

発
生
し
た
火
災
で
５
件
、

次
い
で
「
放
火
（
放
火

の
疑
い
を
含
む
）、
こ
ん

ろ
、
そ
の
他
」
が
そ
れ

ぞ
れ
４
件
と
な
っ
て
お

り
、「
た
ば
こ
、
電
灯
・

電
話
等
の
配
線
、
ス
ト

ー
ブ
」
の
原
因
に
よ
る

火
災
が
そ
れ
ぞ
れ
３
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
救
急
出
場
件
数
は
５

９
７
９
件
で
、
前
年
と

比
較
し
て
258
件
の
増
加

で
あ
り
、
構
成
市
町
別

に
み
る
と
佐
倉
市
が
３

６
７
５
件
で
115
件
の
増

加
、
八
街
市
が
１
７
９

３
件
で
53
件
の
増
加
、

酒
々
井
町
が
511
件
で
90

件
の
増
加
で
す
。

事
故
種
別
で
は｢

急
病｣

が
最
も
多
く
３
８
８
７

件
、次
い
で
「
一
般
負
傷
」

822
件
、｢

交
通
事
故｣

が
572

件
で
す
。

　
救
助
出
動
件
数
は
、

86
件
で
前
年
と
比
較
し

て
20
件
の
増
加
で
あ
り
、

構
成
市
町
別
に
み
る
と

佐
倉
市
が
54
件
、
八
街

市
が
24
件
、
酒
々
井
町

が
８
件
で
す
。

■建物 ■林野 ■車両 ■その他火災発生状況
18
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2
0 佐倉市 八街市 酒々井町
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15
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■佐倉市 ■八街市 ■酒々井町 ■計救急出場状況
1,200
1,000
800
600
400
200
0 1月

711

319

101

1,131

2月

620

311

81

1,012

3月

590

278

98

966

4月

582

307

82

971

5月

559

305

77

941

6月

613

273

72

958

あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
い
ま
す
か
？

あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
い
ま
す
か
？

平
成
29
年
前
期
の
災
害
発
生
状
況

　
　  

　
　
　
（
1
月
〜
６
月
末
）

平
成
29
年
前
期
の
災
害
発
生
状
況

　
　  

　
　
　
（
1
月
〜
６
月
末
）

 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
か
ら
10
年

が
経
過
し
て
い
ま
す
。

　
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
寝
室　
就
寝
に
使
用
す
る
す

べ
て
の
部
屋
に
設
置
が
必
要

で
す
。

②
階
段　
寝
室
が
あ
る
階
段
の

上
部
に
設
置
が
必
要
で
す
。

維
持
管
理
に
つ
い
て

　
定
期
的
に
作
動
確
認
を
行
う

と
と
も
に
、
自
動
試
験
機
能
や

作
動
確
認
に
よ
り
機
器
の
異
常

が
判
明
し
た
場
合
、
自
動
試
験

機
能
を
有
さ
な
い
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
交
換
期
限
が
近
く
な

っ
た
場
合
は
本
体
を
交
換
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
電

池
切
れ
の
場
合
に
は
電
池
を
交

換
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
設
置
か
ら
10
年
以
上
経
過
し

て
い
る
場
合
は
本
体
内
部
の
電

子
部
品
の
劣
化
が
考
え
ら
れ
る

た
め
、
本
体
を
交
換
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

火
災
に
早
く
気
づ
き
、
命
を

取
り
止
め
る
こ
と
が
で
き
た

事
例
（
総
務
省
消
防
庁
よ
り
）

①
１
階
の
台
所
か
ら
出
火
。
２

階
で
就
寝
中
の
居
住
者
が
、

階
段
の
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
鳴
動
に
気
づ
き
、
１
１
９

番
通
報
し
、
避
難
で
き
た
。

②
居
住
者
が
寝
た
ば
こ
を
し
て

し
ま
い
、
ふ
と
ん
か
ら
発
煙

し
、
寝
室
の
住
宅
用
火
災
警

報
器
が
鳴
動
。
気
づ
い
た
居

住
者
が
、
ふ
と
ん
を
風
呂
場

へ
持
っ
て
行
き
、
浴
槽
の
水

に
浸
し
、
大
事
に
至
ら
な
か

っ
た
。

③
就
寝
中
、
掛
け
布
団
が
電
気

ス
ト
ー
ブ
に
触
れ
、
布
団
を

焦
が
し
、
寝
室
の
住
宅
用
火

災
警
報
器
が
鳴
動
。
気
づ
い

た
居
住
者
が
、
急
い
で
水
を

か
け
、大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
。

④
居
住
者
が
調
理
中
に
就
寝
し

て
し
ま
い
、
鍋
か
ら
発
煙
し
、

台
所
と
寝
室
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
が
鳴
動
。
隣
人
が
警

報
音
と
臭
い
を
確
認
し
、
１

１
９
番
通
報
。

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策

と
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
命
を
守
る　
３
つ
の
習
慣
】

① 

寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

② 

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使

用
す
る
。

③ 

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば

を
離
れ
る
と
き
は
、
必

ず
火
を
消
す
。

【
命
を
守
る　
４
つ
の
対
策
】

① 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め

に
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
す
る
。

② 

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

③ 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等

を
設
置
す
る
。

④ 

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
済
シ
ー
ル

　
消
防
組
合
で
は
、
地
域
の
事

業
所
が
加
盟
す
る
佐
倉
防
火
安

全
協
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

地
域
の
防
火
対
策
の
推
進
を
目

的
に
既
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

が
設
置
済
み
の
世
帯
に
「
住
宅

用
火
災
警
報
器
設
置
済
シ
ー

ル
」
を
配
付
し
て
い
ま
す
。
こ

の
シ
ー
ル
は
、
法
的
効
力
は
な

く
、
義
務
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

シ
ー
ル
を
受
け
取
る
側
の
意
思

で
玄
関
先
等
に
貼
っ
て
い
た
だ

く
「
安
心
シ
ー
ル
」
で
す
。
詳

し
く
は
、
最
寄
の
消
防
署
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（原寸大）

　
６
月
５
日（
月
）、東
京

都
内
で
開
催
さ
れ
た「
危

険
物
安
全
大
会
」に
て
、佐

倉
防
火
安
全
協
会
の
山

﨑
翼
会
長
が
、「
危
険
物

保
安
功
労
者
消
防
庁
長

官
表
彰
」を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、本
年
度

危
険
物
の
保
安
に
関
す
る

長
年
の
功
績
が
評
価
さ

れ
、全
国
で
僅
か
19
名
に

の
み
贈
ら
れ
た
賞
で
す
。

「
佐
倉
防
火
安
全
協
会
」と

は
　
主
に
防
火
対
象
物
や

危
険
物
施
設
を
有
す
る

事
業
所
等（
会
員
）で
構

成
し
、事
務
局
を
消
防
本

部
内
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
組
合
と
連
携
し
、

地
域
の
防
火
防
災
を
推

進
す
る
た
め
、各
種
事
業

を
実
施
し
、社
会
公
共
の

福
祉
に
寄
与
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

佐
倉
防
火
安
全
協
会
事
務

局（
消
防
本
部
予
防
課
）

☎
０
４
３（
４
８
１
）１
２
３
９

《
日 

時
》

平
成
29
年
11
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　
12
時
45
分
開
演

《
場 

所
》

市
原
市
市
民
会
館

（
市
原
市
惣
社
１

-

１

-

１
）

☎
０
４
３
６（
２
２
）７
１
１
１

※

入
場
無
料
、
全
席
自
由
、
予

約
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん

　
　
　
♢　
♢　
♢

　
千
葉
県
消
防
音
楽
隊
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、
毎
年
、
千
葉
県

内
の
消
防
音
楽
隊
が
一
同
に
会

し
、
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

合
同
で
色
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を

演
奏
し
て
好
評
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　
今
回
は
、
市
原
市
市
民
会
館

で
開
催
さ
れ
、
消
防
組
合
の
音

楽
隊
は
、
八
千
代
市
消
防
音
楽

隊
、
成
田
市
消
防
音
楽
隊
と
合

同
で
演
奏
を
し
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
総
務
課

☎
０
４
３（
４
８
１
）１
２
０
６

第
39
回 

千
葉
県
消
防
音
楽
隊

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
す

第
39
回 

千
葉
県
消
防
音
楽
隊

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
す

佐倉防火安全協会 山﨑会長が
危険物保安功労者  消防庁長官表彰を受賞

佐倉防火安全協会 山﨑会長が
危険物保安功労者  消防庁長官表彰を受賞

平成29年度危険物安全大会平成29年度危険物安全大会
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荻島隊員 樋口隊員 佐々木隊員

海後隊員 高森隊員

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

佐
倉
消
防
署
神
門
出
張
所

庁
舎
改
築
工
事
の
お
知
ら
せ

佐
倉
消
防
署
神
門
出
張
所

庁
舎
改
築
工
事
の
お
知
ら
せ

平成28年度情報公開制度及び個人情報保護制度の実施状況

実施機関名

管 理 者

議 会

監査委員

合 計

請 求
件 数

24

0

0

24

24

0

0

24

1

0

0

1

23

0

0

23

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

公 文 書
件 数 全部開示 部分開示 不開示

（不存在など） 却　下 取下げ

情報公開制度
実施機関別公文書の開示請求件数と処理状況 （件）

※請求された公文書の主な内容…防火対象物、危険物施設及び救急に関する文書など 
※行政不服審査会に対する不服の申出、相談及び苦情など…なし

決定内容など

請 求
件 数

4 4 0 4 0 0 0

公 文 書
件 数 開　示 部分開示 不開示 不存在 取下げ

個人情報保護制度
自己情報の開示請求件数と処理状況 （件）

※請求された公文書の主な内容…火災調査書類に関する文書
※行政不服審査会に対する不服の申出、相談及び苦情など…なし

決定内容など

消
防
協
力
者
表
彰

志
津
消
防
署
長
表
彰

【
平
成
28
年
11
月
16
日
、佐
倉
市

井
野
で
発
生
し
た
救
急
活
動
に

お
け
る
救
急
救
護
】

　
中
島　

康
子
さ
ん

（
佐
倉
市
井
野
在
住
）

八
街
消
防
署
長
表
彰

【
平
成
28
年
12
月
９
日
、八
街
市

八
街
ほ
で
発
生
し
た
救
急
活
動

に
お
け
る
救
急
救
護
】

　
八
街
市
立
図
書
館
職
員
の

皆
さ
ん（
４
名
）

志
津
消
防
署
長
表
彰

【
平
成
29
年
２
月
９
日
、佐
倉
市

井
野
で
発
生
し
た
建
物
火
災
に

お
け
る
消
火
協
力
】

　
田
村　

勇
介
さ
ん

（
佐
倉
市
井
野
在
住
）

佐
倉
消
防
署
長
表
彰

【
平
成
29
年
１
月
25
日
、佐
倉
市

岩
富
で
発
生
し
た
車
両
火
災
に

お
け
る
消
火
協
力
】

　
呂　

金
龍
さ
ん

　

ハ
マ
ノ
建
設
株
式
会
社
の

皆
さ
ん（
４
名
）

　
消
防
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
に
、

消
防
組
合
か
ら
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
の
で
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

第
42
回
消
防
救
助
技
術
千
葉
県
大
会
に
て

救
助
隊
員
大
活
躍
！

第
42
回
消
防
救
助
技
術
千
葉
県
大
会
に
て

救
助
隊
員
大
活
躍
！

　
平
成
29
年
６
月
７
日（
水
）、

千
葉
県
消
防
学
校
に
お
い
て

第
42
回
消
防
救
助
技
術
千

葉
県
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
県
内
消

防
本
部
の
救
助
隊
員
が
一
堂

に
集
い
、
救
助
技
術
の
安
全

性
・
確
実
性
・
迅
速
性
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
、
７
種
目
の
訓
練
を
行
い

ま
す
。

　
消
防
組
合
か
ら
も
５
種

目
29
名
の
隊
員
が
出
場
し
、

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発

揮
し
好
成
績
を
収
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

千
葉
県
大
会
入
賞
者

■
ほ
ふ
く
救
出

　
第
２
位　
荻
島　
規
之

　
　
　
　
　
樋
口　
大
史

　
　
　
　
　
佐
々
木
大
輔

※

３
人
１
組
で
狭
い
ト
ン
ネ

ル
を
検
索
し
て
逃
げ
遅
れ
た

人
を
救
出
す
る
ま
で
の
安
全

確
実
性
と
タ
イ
ム
を
競
い
ま

す
。

■
ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん

　
第
４
位　
高
森　
康
寿

　
　
　
　
　
海
後　
和
也

※

２
人
１
組
で
、
登
は
ん
者

が
地
上
高
15
メ
ー
ト
ル
の
到

達
地
点
ま
で
器
具
を
使
わ

ず
に
補
助
者
の
協
力
を
得
て

ロ
ー
プ
の
み
で
登
り
、
安
全

確
実
性
と
タ
イ
ム
を
競
い
ま

す
。　
　
　
　

　
佐
倉
消
防
署
神
門
出
張
所

（
佐
倉
市
神
門
642

-

４
）は
昭
和

54
年
２
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　
開
所
後
38
年
が
経
過
し
、
庁

舎
の
老
朽
化
に
伴
い
平
成
29
年

８
月
か
ら
改
築
工
事
を
行
っ
て

お
り
、
平
成
30
年
秋
の
竣
工
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
工
事
期
間
中
も
神
門

出
張
所
は
通
常
ど
お
り
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
工
事
期
間
中

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
火
災
や
救
急
の
出
動
体
制

に
は
万
全
を
期
し
ま
す
の
で
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
総
務
課

☎
０
４
３（
４
８
１
）１
２
０
６

■
組
合
議
会
議
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

【
就
任
】

◆
佐
倉
市
議
会
議
員

　
平
成
29
年
5
月
17
日

石
渡　
康
郎　
議
員

村
田　
穣
史　
議
員

山
口　
文
明　
議
員

◆
佐
倉
市
学
識
経
験

　
平
成
29
年
3
月
1
日

鈴
木　
昭
三　
議
員

◆
八
街
市
議
会
議
員

　
平
成
29
年
２
月
17
日

林　
　
修
三　
議
員

【
退
任
】

◆
佐
倉
市
議
会
議
員

　
平
成
29
年
５
月
16
日

中
村　
孝
治　
議
員

久
野　
妙
子　
議
員

小
須
田　
稔　
議
員

◆
佐
倉
市
学
識
経
験

　
平
成
28
年
12
月
18
日

杉
原　
　
芳　
議
員

◆
八
街
市
議
会
議
員

　
平
成
29
年
１
月
５
日

湯
淺　
祐
德　
議
員
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